
特集

平成18年度決算をお知らせします
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平
成　

年
度
歳
入
歳
出
決
算
が
９
月　

日
か
ら
開
か
れ
た
定
例
町
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

１８

２８

今
回
の
特
集
で
は
こ
れ
ら
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

町
で
は
普
通
建
設
事
業
の
抑
制
や
人

件
費
削
減
の
継
続
を
は
じ
め
、
歳
出
全

般
に
わ
た
る
経
費
節
減
に
努
め
ま
し
た

が
、
長
引
く
地
域
経
済
の
低
迷
に
よ
り

町
税
が
横
這
い
と
な
っ
た
ほ
か
、
国
の

制
度
改
革
の
影
響
で
地
方
交
付
税
等
の

一
般
財
源
が
減
少
す
る
な
ど
、
厳
し
い

財
政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

主
な
財
政
指
標
は
、
経
常
収
支
比
率

が
前
年
度
と
同
じ　

・
２
％
で
依
然
高

９１

い
数
値
を
示
し
て
お
り
、
公
債
費
比
率

は　

・
６
％
、
準
公
債
費
比
率
は　

・

１６

２１

５
％
と
前
年
度
を
下
回
っ
た
も
の
の
、

起
債
制
限
比
率
は
３
カ
年
平
均
で　

・
１３

８
％
、
実
質
公
債
費
比
率
は
３
カ
年
平

均
で　

・
２
％
と
前
年
度
よ
り
上
昇
す

２３

る
な
ど
、
一
部
で
は
取
組
み
の
成
果
が

表
れ
て
き
て
い
る
も
の
の
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
引
き

続
き
行
財
政
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ

た
改
革
及
び
財
政
運
営
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
及
び
各
特

１８

別
会
計
決
算
の
総
額
は
、
歳
入
で
１
１

２
億
３
、
８
２
８
万
円
、
歳
出
は
１
０

８
億
３
、
９
８
６
万
円
と
な
り
、
差
引

３
億
９
、
８
４
２
万
円
の
決
算
収
支
と

な
り
ま
し
た
。

町
の
財
政
状
況

各
会
計
の
決
算
概
要

歳
入 112億3,828万円 112億3,828万円 
歳
出 108億3,986万円 108億3,986万円 

平
成
１８
年
度 

歳出決算額歳入決算額会　　計　　名

58億5,008万円59億 8,196万円一　般　会　計

18億8,204万円19億 7,914万円国民健康保険

特　
　
　

別　
　
　

会　
　
　

計

20億0,910万円20億 0,982万円老人保健

8億2,574万円8億6,520万円介護保険特別会計

92万円1,682万円母畑財産区

19万円882万円中谷財産区

326万円3,452万円土地開発事業

2億2,925万円2億3,178万円簡易水道事業

3,928万円1億1,022万円宅地造成事業

108億3,986万円112億3,828万円合計

会計別歳入歳出決算額



特 
集

��●● 広広報報いいししかかわわ����月月号号

　

一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳
入
で
前
年

度
比
４
・
３
％
減
の　

億
８
、
１
９
６

５９

万
円
、
歳
出
で
前
年
度
比
３
・
６
％
減

の　

億
５
、
０
０
８
万
円
と
な
っ
て
お

５８
り
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は
１
億
３
、
１

８
８
万
円
で
、
翌
年
度
へ
繰
越
す
べ
き

財
源
の
１
０
８
万
円
を
除
い
た
実
質
収

支
と
し
て
１
億
３
、
０
８
０
万
円
の
剰

余
金
が
出
ま
し
た
が
、
前
年
度
か
ら
の

繰
越
金
や
役
場
庁
舎
等
建
設
基
金
か
ら

の
繰
り
替
え
運
用
額
な
ど
を
除
い
た
平

成　

年
度
の
実
質
的
な
単
年
度
収
支
は
、

１８
１
億
２
千
万
円
程
度
の
財
源
不
足
が
生

じ
ま
し
た
。 一

般
会
計

　

町
税
で
は
、
対
前
年
比
０
・
９
％
増

加
し　

億
１
、
８
８
０
万
円
と
な
り
、

１６

そ
の
う
ち
町
民
税
で
は
制
度
改
正
も
あ

り
、
対
前
年
比
９
・
２
％
増
の
５
億
３
、

５
９
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
が
、
固
定

資
産
税
で
は
評
価
替
え
等
の
影
響
に
よ

り
対
前
年
比
３
・
３
％
減
の
９
億
１
、

６
８
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

地
方
譲
与
税
に
つ
い
て
も
税
源
移
譲
に

よ
り
所
得
譲
与
税
が
倍
増
し
、
対
前
年

比　

・
５
％
増
の
２
億
７
、
４
７
０
万

１９
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
は
、
税
制
改
正
や
税
源

移
譲
等
の
影
響
で
対
前
年
比
２
・
４
％

減
の　

億
８
、
８
５
９
万
円
と
な
り
ま

２２

し
た
。
ま
た
、
各
種
交
付
金
に
つ
い
て

は
対
前
年
比
４
・
４
％
減
の
３
億
２
４

０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
方
債
は
、
臨
時
財
政
対
策
債
、
災

害
復
旧
事
業
債
の
減
等
に
よ
り
対
前
年

比　

・
８
％
減
の
２
億
８
、
３
２
０
万

２６
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
の
主
な
内
容

町税の内訳

比　率  　　金　額　  　税　目　　 

33.1%5億 3,599万円町民税

56.7%9億 1,685万円固定資産税

2.2%3,605万円軽自動車税

6.4%1億0,399万円たばこ税

1.6%2,592万円入湯税

100.0%16億 1,880万円合計

その他の依存財源 
1億2,583万円 

2.1％ 

町債 
2億8,320万円 

4.7％ 県支出金 
3億1,825万円 

5.3％ 

国庫支出金 
1億8,178万円 

3.0％ 

地方交付税 
22億8,859万円 

38.3％ 

地方消費税交付金 
1億7,984万円 

3.0％ 

地方譲与税 
2億7,470万円 

4.6％ 

その他の自主財源 
3億0,839万円 

5.1％ 

繰越金 
1億7,744万円 

3.0％ 

分担金及び負担金 
2億2,514万円 

3.8％ 

町税 
16億1,880万円 

27.1％ 

一般会計歳入決算の内訳

歳入総額：59億8,196万円 

依存財源
自主財源
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歳
出
決
算
額
を
そ
の
経
費
の
行
政
目

的
に
よ
っ
て
分
類
す
る
目
的
別
分
類
で

見
る
と
、
民
生
費
が　

億
６
、
０
５
２

１１

万
円
（
０
・
７
％
減
）
と
歳
出
全
体
の

約
２
割
を
占
め
、
衛
生
費
は　

億
６
、

１０

９
４
５
万
円
（
５
・
０
％
増
）、
公
債
費

で
９
億
８
、
３
０
９
万
円
（
１
・
１
％

減
）
と
な
り
、
決
算
額
構
成
比
の
約　
５５

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

総
務
費
で
は
、
役
場
庁
舎
等
建
設
基

金
積
立
金
の
増
に
よ
り
対
前
年
比
６
・

０
％
増
の
９
億
３
、
６
２
３
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
一
方
、
農
林
水
産
業
費
は
、

国
県
営
負
担
事
業
等
の
減
に
よ
り
対
前

年
比　

・
１
％
減
の
３
億
７
、
０
９
０

１０

万
円
に
、
土
木
費
は
、
道
路
整
備
等
一

般
単
独
事
業
等
の
減
に
よ
り
、
対
前
年

比　

・
８
％
減
の
２
億
７
、
８
３
０
万

１４
円
に
、
災
害
復
旧
費
は
、
公
共
土
木
施

設
災
害
復
旧
事
業
の
減
に
よ
り
、
対
前

年
比　

・
４
％
減
の
１
、
６
２
４
万
円

９１

と
な
り
ま
し
た
。
議
会
費
、
労
働
費
、

商
工
費
、
消
防
費
、
教
育
費
に
お
い
て

は
、
前
年
度
を
下
回
っ
た
も
の
の
同
規

模
の
決
算
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

人
件
費
は
、
採
用
の
抑
制
に
よ
る
職
員
数
の
削
減
等
に
よ
り
対
前
年

比
３
・
５
％
減
の　

億
４
、
１
４
７
万
円
、
補
助
費
等
は
、
対
前
年
比

１５

２
・
５
％
減
の　

億
６
８
７
万
円
、
公
債
費
は
対
前
年
比
１
・
１
％
減

１２

の
９
億
８
、
３
０
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
普
通
建
設
事
業
費
は
、

対
前
年
比　

・
９
％
減
の
４
億
２
、
４
３
２
万
円
に
、
災
害
復
旧
事
業

２０

費
を
含
め
た
投
資
的
経
費
総
額
で
も
、
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業

の
減
に
よ
り
、
対
前
年
比　

・
３
％
減
の
４
億
４
、
０
５
７
万
円
と
な

３９

り
ま
し
た
。

　

一
方
、
物
件
費
は
、
新
教
育
シ
ス
テ
ム
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
や
選

挙
費
等
の
増
に
よ
り
対
前
年
比
１
・
５
％
増
の
５
億
１
、
３
１
５
万
円

と
な
っ
た
ほ
か
、
繰
出
金
で
は
、
老
人
保
健
特
別
会
計
、
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
等
へ
の
繰
出
し
が
増
加
し
、
対
前
年
比　

・
８
％
増
の
６

１０

億
１
、
７
７
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
の
お
も
な
内
容

目
的
別

性
質
別

性質別で見た歳出 

災害復旧事業費 
1,625万円 
0.3％ 

普通建設事業費 
4億2,432万円 

7.3％ 

繰出金 
6億1,775万円 
10.6％ 

補助費等 
12億0,687万円 

20.6％ 
物件費 

5億1,315万円 
8.8％ 

公債費 
9億8,308万円 
16.8％ 

扶助費 
3億9,405万円 

6.7％ 

人件費 
15億4,147万円 

26.4％ 

その他 
1億5,314万円 

2.5％ 

目的別で見た歳出 

公債費 
9億8,309万円 
16.8％ 

教育費 
5億2,369万円 

8.9％ 

消防費 
3億0,177万円 

5.2％ 

土木費 
2億7,830万円 

4.8％ 

商工費 
1億2,008万円 

2.1％ 

農林水産費 
3億7,090万円 

6.3％ 

衛生費 
10億6,945万円 

18.3％ 

民生費 
11億6,052万円 

19.8％ 

総務費 
9億3,623万円 
16.0％ 

その他 
1億0,605万円 

1.8％ 

　資本的収入額が資本的支出額に対して不足
する７，５３１万円は、当年度消費税及び地方消費
税資本的収支調整額２２５万円、当年度損益勘
定留保資金４，５２２万円及び建設改良積立金２，７
８４万円で補てんしました。 

水道事業会計決算 

18年度決算 

収益的収支 
収 入 

支 出 

2億6,697万円 

2億0,362万円 

2億7,346万円 

2億1,084万円 

収 入 

支 出 

834万円 

8,365万円 

1,184万円 

7,796万円 
資本的収支 

17年度決算 
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町
の
一
般
会
計
歳
出
が
「
壱
万
円
」
だ
っ
た
ら
？

こ
の
金
額
は
各
項
目
の
一
般
財
源
を
１
０
、０
０
０

円
に
換
算
し
た
も
の
で
す
。 

わ
た
し
た
ち
の
「
壱
万
円
」

　
こ
の
よ
う
に
使
わ
れ
ま
し
た

わ
た
し
た
ち
の
「
壱
万
円
」

　
こ
の
よ
う
に
使
わ
れ
ま
し
た

民生費
1,984円
児童福祉、老人福祉等

衛生費
1,828円

健康診断やごみの収集等

公債費
1,680円
町債(借入金)の返済

土木費
476円

道路・公園の整備、維持管理

消防費
516円
防災や消防団活動

農林水産業費
634円
農林業の振興

教育費
895円
教育関係

その他
386円

総務費
1,601円

町の行事や役場の管理等

　平成１８年２月に策定した石川町集中改革プランに掲げた取
組みにより、平成１７年度以降は事業費に充当する地方債の発
行を極力抑制してきました。その効果が表れ、平成１８年度末
地方債残高は平成１２年度と比較して１３億円程度減少し、元利
償還金も平成１６年度をピークに減少を続け、今後も減少傾向
が保たれていく見込みとなっています。 

一般会計公債費残高の
推移及び今後の推計
一般会計公債費残高の
推移及び今後の推計

単位：万円 

地方債残高 借入額・ 
元金償還額 

借入額 元金償還額 地方債残高 

120,000

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

900,000

800,000

700,000

600,000

500,000

400,000

300,000

200,000

100,000

0
12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22年度 

年度 借入額 地方債残高 

（単位：万円） 

年度別償還額 

元利償還額 左のうち元金 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22

45,560  

55,540  

86,520  

74,520  

75,990  

38,700  

28,320  

24,990  

23,260  

23,340  

3,340  

98,563  

98,579  

100,422  

97,930  

124,157  

99,418  

98,308  

93,041  

88,430  

87,890  

77,353  

69,212  

71,553  

75,514  

76,482  

104,386  

82,060  

82,642  

79,051  

75,830  

76,595  

67,310  

798,896  

782,883  

793,889  

791,928  

763,532  

720,172  

665,850  

611,789  

559,219  

505,964  

441,994  

平成１８年度までは決算額。平成１９年度以降は予定額。 
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◆
経
常
収
支
比
率

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
決
算
に
お
け
る

１８

経
常
収
支
比
率
は　

・
２
％
と
、
平
成　

９１

１４

年
度
と
比
較
し
て
０
・
８
ポ
イ
ン
ト
減
少

し
た
も
の
の
依
然
と
し
て　

％
を
超
え
る

９０

高
い
比
率
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
経
常
的
に
収
入
さ
れ
る
一
般

財
源
の　

・
２
％
が
経
常
経
費
、
つ
ま
り

９１

石
川
町
と
し
て
固
定
的
に
支
出
さ
れ
る
経

費
に
充
当
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。

◆
地
方
債
現
在
高

　

石
川
町
の
一
般
会
計
に
お
け
る
地
方
債

の
残
高
は
、
平
成　

年
度
の　

億
４
千
万

１４

７９

円
を
ピ
ー
ク
に
減
少
を
続
け
、
平
成　

年
１８

度
末
に
お
い
て
は　

億
６
千
万
円
と
な
り

６６

ま
し
た
。

◆
実
質
公
債
費
比
率

　

し
か
し
、
一
般
会
計
に
お

け
る
公
債
費
以
外
に
も
、
他

会
計
や
一
部
事
務
組
合
に
お

け
る
元
利
償
還
、
公
債
費
に

準
じ
る
債
務
負
担
行
為
に
よ

り
繰
出
金
や
負
担
金
と
し
て

一
般
会
計
か
ら
支
出
し
て
い

る
額
（
以
下
、「
準
元
利
償

還
金
」
と
い
い
ま
す
。）
が

相
当
程
度
あ
り
、
こ
れ
ら
を

含
め
た
石
川
町
の
元
利
償
還

金
が
標
準
財
政
規
模
に
占
め

る
割
合
で
あ
る
実
質
公
債
費

比
率
は
、
単
年
度
で　

・
９

２３

％
、
平
成　

年
度
か
ら
平
成

１６

　

年
度
ま
で
の
３
年
平
均
で

１８
　

・
２
％
と
、
極
め
て
高
い

２３数
値
と
な
り
ま
し
た
。

0

10
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50
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80

90

平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 
0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

標準財政規模 地方債現在高 積立金現在高 経常収支比率 実質公債費比率 

億 ％ 

地方自治体の標準的な状態で通常収入が見込まれる一般財源（使途が特定
されず、どのような経費にも使用できる収入）の規模であり、言い換えれ
ば、標準的な行政活動を行うために必要な経常的一般財源の総量と言うこ
ともできます。

　平成１８年度末現在において町が所有している主な財
産について公表します。
　一般会計における土地・建物については、役場庁舎、
公民館、学校、総合運動公園など、町が所有する土
地・建物の総面積です。
　基金については、いわば町の貯金とも言えるお金で、
財政調整積立金として１億４００万円、石川町役場庁舎
等建設基金として９億２，０００万円、国民健康保険給付
費支払準備基金として３億４，５６１万円など総額で１８
億１，０７１万円が積み立てられています。

公有財産（町の財産）

　一般会計

１,４４２,６５０㎡土地

９０,５０５㎡建物

１,５５４万円有価証券

　特別会計

１,７１２,６５５㎡土地
　（財産区所有）

　　
　　

町町がが所所有有ししてていいるる主主なな財財産産

〜
財
政
の
も
の
さ
し
〜

〜
財
政
の
も
の
さ
し
〜～「標準財政規模」～～「標準財政規模」～キーワード

基金（積立金）

１億４００万円財政調整積立金

９億２,０００万円役場庁舎等建設基金

５,６００万円減債基金

１億１３８万円地域福祉振興基金

８,３００万円国際交流事業基金

３億４,５６１万円国民健康保険給付費支払準備基金

１億３,８１７万円介護給付費準備基金

６,２５５万円その他の基金

１８億１,０７１万円基金合計
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石
川
地
方
生
活
環
境
施
設
組
合
に
お
い

て
火
葬
場
建
設
が
開
始
さ
れ
、
当
該
組
合

が
発
行
し
た
地
方
債
の
償
還
に
充
当
す
る

負
担
金
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
過

去
に
発
行
し
た
、
し
尿
・
ご
み
処
理
施
設

建
設
に
係
る
地
方
債
償
還
が
満
了
す
る
た

め
、
平
成　

年
度
を
ピ
ー
ク
に
負
担
金
総

２０

額
が
減
少
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
に
緑
資
源
機
構
農

２６

用
地
総
合
整
備
事
業
、
平
成　

年
度
に
融

２７

資
農
道
整
備
事
業
、
平
成　

年
度
に
は
国

２８

営
母
畑
総
合
農
地
開
発
事
業
が
償
還
期
間

の
満
了
を
迎
え
る
ほ
か
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
建
設
事
業
に
係
る
償
還
金
額
も
今

後
減
少
し
て
い
く
こ
と
な
ど
か
ら
、
債
務

負
担
行
為
に
よ
る
準
元
利
償
還
金
も
減
少

し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
公
債
費
負
担
の
適
正
化
を
図

る
た
め
政
府
系
資
金
や
民
間
資
金
の
繰
上

償
還
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
将
来
に
お

け
る
利
子
償
還
額
の
軽
減
が
図
ら
れ
、
一

般
会
計
に
お
け
る
後
年
度
の
元
利
償
還
金

も
減
少
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
点
を
勘
案
し
て
今
後
の
実
質

公
債
費
比
率
を
推
計
す
る
と
、
左
の
グ
ラ

フ
の
よ
う
に
平
成　

年
度
を
ピ
ー
ク
に
減

１８

少
を
続
け
、
単
年
度
で
は
平
成　

年
度
に

２０

　

・
２
％
、
３
年
平
均
で
も
平
成　

年
度

１７

２２

に　

・
９
％
と
、
そ
れ
ぞ
れ
基
準
値
で
あ

１５
る　

％
を
下
回
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

１８

平
成　

年
度

１８
実
質
公
債
費
比
率
の
分
析

　

県
内
で
５
番
目
に
高
い
数
値
を
示
す
に

至
っ
た
本
町
の
実
質
公
債
費
比
率
を
分
析

す
る
と
、
①
地
方
債
現
在
高
が
減
少
傾
向

に
あ
る
も
の
の
、
毎
年
の
元
利
償
還
金
が

依
然
と
し
て
高
額
で
あ
る
こ
と
、
②
繰
出

金
、
負
担
金
な
ど
の
公
債
費
に
準
ず
る
負

担
金
等
が
い
ず
れ
も
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い

る
こ
と
、
③
経
常
的
に
収
入
さ
れ
る
一
般

財
源
が
減
少
し
て
き
て
い
る
こ
と
な
ど
が

主
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成　

年
度
以
降
の
推
計

１９ 〜
今
後
今
後
の
推
計
〜

推
計
〜 

〜
今
後
今
後
の
推
計
〜

推
計
〜 

〜
今
後
の
推
計
〜 

「
実
質
公
債
費
比
率
」
編 

10.0

12.0

14.0

16.0

20.0

22.0

24.0

26.0

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 
0

2

4

6

8

10

12

14

16

％ 

単年度単年度 単年度 

３年 
平均 

債務負担行為に 
よる負担額 

18.0%
(基準値)

一部事務組合及び簡易
水道特別会計等におけ
る元利償還額 

地 
方 
債 
償 
還 
額 

億 

地方税、普通交付税のように使途が特定されてお
らず、毎年度経常的に収入される財源のうち、公
債費や公営企業債に対する操出金などの公債費に
準ずるものを含めた実質的な公債費相当額（普通
交付税が措置されるものを除く）に充当されたも
のの占める割合の前３年度の平均値。
地方債協議制度の下で、１８％以上の団体は、地方債
の発行に際し許可が必要となります。

～「実質公債費比率」～～「実質公債費比率」～キーワード
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町
で
は
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
町
職

員
の
定
員
適
正
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
平

成　

年
の
２
０
０
人
か
ら
平
成　

年
ま
で

１６

２５

の
９
年
間
で　

人
の
職
員
削
減
を
目
指
し

５０

て
い
ま
す
。

�
職
員
の
給
与

　

町
職
員
の
給
与
は
民
間
給
与
の
調
査
に

基
づ
く
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
及
び
国
や

他
の
地
方
公
共
団
体
な
ど
の
均
衡
を
考
慮

し
つ
つ
町
議
会
の
議
決
を
経
て
条
例
で
定

め
て
い
ま
す
。

�
職
員
数

　

平
成　

年
４
月
１
日
現
在
の
職
員
数
は

１９

１
８
０
人
で
、
平
成　

年
に
比
べ　

人
の

１８

１１

減
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
臨
時
・
嘱
託
職

員
除
く
）

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
職
員
の
給
与
実
態
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
町

職
員
の
給
与
を
公
表
し
ま
す
。
な
お
、
数
値
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成　

年
「
地
方
公
務
員
給
与
実
態
調
査
」
及
び
「
地
方
公
共
団
体
定
員

１９
管
理
調
査
」
等
を
基
に
し
て
い
ま
す
。

平
成　

年
ま
で
に

２５

　

人
の
削
減

５０

　

町
で
は
現
在
の
経
済
状
況
を
踏
ま
え
独

自
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
特
別
職
（
町
長
、
副
町
長
及
び
教
育

長
）
の
給
与
月
額　

％
減
額
（
町
長

１０

　

％
減
額
）

１５
②
職
員
の
給
料
月
額
５
％
相
当
分
の
減
額

（
６
月
と　

月
の
期
末
手
当
よ
り
そ

１２

れ
ぞ
れ
６
月
分
ず
つ
一
括
し
て
減
額

し
て
い
ま
す
。）

③
期
末
勤
勉
手
当
の
一
部
を
削
減
し
て
い

ま
す
。

④
管
理
職
（
課
長
補
佐
以
上
の
職
員
）
手

当
支
給
額
の　

％
減
額

２０

⑤
特
殊
勤
務
手
当
の
支
給
を
停
止
し
て
い

ま
す
。

町
長　

％
特
別
職　

％

１５

１０

一
般
職
５
％
を
減
額

■1 　人件費の状況（平成１８年度一般会計決算）
前年度の
人件費率人件費率人件費（B）歳出総額（A）

26.4%26.3%154,147万円585,009万円

※人件費には、職員給与のほか議会議員やその他非常勤特別職の報酬、
町長・助役・収入役などの特別職給与、職員給与及び退職手当組合負担
金などが含まれます。

■2 　職員給与費の状況（平成１８年度一般会計決算）

前年度
一人当
り給与

一人当
り給与

給与費
職員数

計期末・勤勉
手当職員手当給料

604万
円

599万
円

100,134
万円

22,975万
円

7,045万
円

70,114
万円167人

※職員数は、教育長及び事業費支弁職員2名を除く一般会計上の人数です。
※職員手当には退職手当は含みません。

■3 　平均年齢及び平均給料月額の状況（平成１９年４月現在）

平均給料月額平均年齢区分

336,300円44歳 2月一般行政職員

340,500円51歳 4月技能労務職員

■4 　初任給の状況（１９年４月１日現在）
２年後の給料初任給区分

183,800円170,200円大学卒

一般行政職 164,900円151,000円短大卒

148,000円138,400円高校卒

127,400円118,600円高校卒技能労務職

■6 　特別職報酬等の状況（減額後）
期末手当（支給割合）給料（報酬）月額

1.6月分6月期末678,300円町 長

給

料
1.7 月分12月期末575,100円副町長

3.3月分計538,200円教育長

■5 　経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（１９年４月１日現在）
経験年数

２０年～２５年未満
経験年数

１５年～２０年未満
経験年数

１０年～１５年未満区分

364,900円330,900円289,400円大学卒

一般行政職 　287,000円287,000円短大卒

328,900円284,100円252,100円高校卒

304,700円　　高校卒技能労務職
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■7 　職員手当の状況（平成１９年４月１日現在）

国町区分

期末勤勉
手当

勤勉手当期末手当勤勉手当期末手当

0.725月分1.4 月分0.725月分1.4 月分6月期

0.725月分1.55月分0.725月分1.55月分12月期

1.45月分2.95月分1.45月分2.95月分計

国町

退職手当

定年・勤奨自己都合定年・勤奨自己都合（支給率）

30.55月23.5 月30.55月23.5 月勤続20年

41.34月33.5 月41.34月33.5 月勤続25年

59.28月47.5 月59.28月47.5 月勤続35年

59.28月59.28月59.28月59.28月最高限度

※退職手当基本額に、職務の級等により調整額が加算される場合があります。
※定年前早期退職者に対しては、勤続期間等により退職手当の基本額に加算
される場合があります。

危険・困難・不快・不健康な業務に従事する職員（税
務職員ほか8職種）に対して支給される手当て。
※現在支給なし

特殊勤務
手当

正規の職員が勤務時間を越えて勤務したときに支給さ
れる手当て
職員一人当たりの平均支給年額80,063円

時間外勤務
手当

配偶者13,000円配偶者以外の扶養家族のうち2人ま
で、それぞれ6,000円扶養手当

月額9,500円を超える家賃を支払っている
職員に対し100円から27,000円

借家
借間

住居手当 2,500円
新築、購入されたものである場合は、その日
から起算して5年間は3,500円

自宅

51,000円まで全額、51,000円を超えた
場合、その超えた額の2分の1の額を
51,000円に加えた額

交通機関
等利用者

通勤手当

通勤距離に応じて2,300円から44,900円交通用具
利用者

課長の職にある職員    給料月額×12/100
課長補佐の職にある職員  給料月額×6/100管理職手当

■9 　職員数の状況（総数）

計

公営企業部門
一
般
会
計

特別行政
部門一般行政部門

部　
　

門
小　
　

計

そ　
の　
他

水　
　

道

教　
　

育

小　
　

計

土　
　

木

農
林
水
産

商
工
労
働

民
生
衛
生

税　
　

務

総
務
企
画

議　
　

会

18020128160301307936510342平成
19年

1912212101693213791036611362平成
18年

△11△ 20△ 2△9△2△7△2△10△ 1△1△20差引

■１０ 　定員適正化計画の年次別進捗状況
計公営企業等会計（水道等）特別行政（教育）一般行政

増減数職員数増減数職員数増減数職員数増減数職員数

―234　14　45　175平成６年（計画前年）

第１次計画
（平成７年～
平成１６年）

△34200822△ 243△ 40135平成１６年度

208目　標

104%達成率

△5(a)191122△ 332△ 3137平成１８年度

第２次計画
（平成１６年～
平成２５年）

△11(b)180△ 220△ 230△ 7130平成１９年度

(a+b) ÷ c32.0%進捗率

△50(c)150△ 418△ 2419△ 22113平成２５年度（目標年）

25.0%削減率

■8 　一般行政職の級別職員数（平成１９年4月1日現在）

合計6級5級4級3級2級1級区分

課　　長課長・主幹主幹・課長補
佐・主任主査係長・主査主　　事主事補・主事標準的な業務

100811333873職員数 (人 )

1008.011.033.038.07.03.0構成比 (%)

1006.57.532.732.711.39.3前年度構成比参考

※一般行政職とは、税務職、医療技術職、看護・保健職、福祉職、公営企業職、技能労務職、教育公務職を除いた行政職員です。
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石
川
石
川
町
議
会
議
員

町
議
会
議
員
一
般
選
挙

般
選
挙 

石
川
町
議
会
議
員
一
般
選
挙 

私
た
ち
の
代
表
代
表 

決
ま
る 

14
人 

私
た
ち
の
代
表 

決
ま
る 

14
人 

第１９代 副議長
圓谷 健市さん

　

任
期
満
了
に
伴
う
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
が
９
月
９
日
行
わ

れ
、　

人
の
新
し
い
議
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

１４

　

今
回
の
選
挙
に
は
、
新
人
４
人
を
含
む　

人
が
立
候
補
し
行
わ
れ
ま

１６

し
た
。
投
票
率
は
前
回
（　

・　

％
）
を
下
回
る　

・　

％
で
一
般
選

８７

３８

８０

５１

挙
と
し
て
は
過
去
最
低
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
議
選
後
は
じ
め
て
の
臨
時
議
会
が
９

月　

日
、
役
場
議
場
で
開
か
れ
議
長
、
副

１９
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
選
挙
で
は
議
長
に
大
野　

峯
さ
ん
、

副
議
長
に
圓
谷
健
市
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
総
務
産
業
建
設
、
文
教
厚
生

の
各
常
任
委
員
、
議
会
運
営
委
員
の
選
任
、

一
部
事
務
組
合
等
の
議
員
選
出
が
行
わ
れ
、

議
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。（
詳
細
は

「
議
会
だ
よ
り
」
を
ご
覧
下
さ
い
）

　

ま
た
、
永
沼
一
夫
さ
ん
の
町
監
査
委
員

の
選
任
が
行
わ
れ
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
各
委
員
会
の
委
員
長
は
、
次
の
と

お
り
で
す
（
敬
称
略
）

◎
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

委
員
長
▼
角
田　

忍

◎
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　

委
員
長
▼
矢
内
義
將

◎
議
会
運
営
委
員
会

　

委
員
長
▼
矢
吹
重
光

議
長
に
大
野
峯
さ
ん

副
議
長
に
圓
谷
健
市
さ
ん

を
選
出

第１９代 議長
大野　峯さん
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町
議
会
議
員
の
当
選
証
書
付
与
式
は
、

９
月　

日
、
役
場
第
一
会
議
室
で
開
か
れ

１０

ま
し
た
。

町
選
挙
管
理
委
員
会
の
鈴
木
正
保
委
員
長

か
ら
一
人
ひ
と
り
に
当
選
証
書
が
手
渡
さ

れ
、「
多
く
の
町
民
の
期
待
に
応
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
ご
尽
力
い
た
だ
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　

今
回
当
選
さ
れ
た
議
員
の
任
期
は
平
成

　

年
９
月　

日
か
ら
平
成　

年
９
月　

日

１９

１５

２３

１４

ま
で
の
４
年
間
と
な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
議
会
で

す
。
議
員
の
み
な
さ
ん
の
今
後
の
ご
活
躍

を
期
待
し
ま
す
。

　

今
回
の
町
議
会
議
員
選
挙
に
は
、
議
員

定
数　

人
に
対
し
て
、　

人
が
立
候
補
し

１４

１６

９
月
４
日
か
ら
５
日
間
に
わ
た
り
少
数
激

戦
の
熱
い
選
挙
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

９
月
９
日
の
投
票
は
、
午
前
７
時
か
ら

午
後
７
時
ま
で
町
内　

ヶ
所
の
投
票
所
で

２１

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

期
日
前
投
票
に
過
去
最
多
の
１
、
８
０

６
人
が
訪
れ
好
調
な
出
だ
し
に
見
え
ま
し

た
が
、
当
日
は
各
投
票
所
と
も
低
調
で
、

全
体
で　

・　

％
と
過
去
最
低
の
投
票
率

８０

５１

と
な
り
ま
し
た
。

　

開
票
は
、
午
後
８
時
か
ら
総
合
体
育
館

で
行
わ
れ
、
会
場
で
は
町
民
約
１
５
０
人

が
見
守
り
、
午
後
９
時　

分
に
は
開
票
結

２５

果
が
出
ま
し
た
。

当
選
さ
れ
た　

人
に

１４

当
選
証
書
を
付
与

　

・　

％
と

８０

５１

過
去
最
低
の
投
票
率

投票率
(%)投票当日有権者数

投票所
計計女男
74.73 2,5481,3541,194石川
74.52 1,825940885当町
84.80 487239248外槇
84.92 809412397新田
83.59 1,237618619沢田
89.24 409211198赤羽
84.14 391196195山沢
81.91 304154150山形
79.81 322169153南山形
83.62 531256275板橋
94.87 1567878北山形
78.40 1,287686601双里
82.85 309159150谷沢
87.55 273136137谷坂
88.72 594291303中田
79.16 691361330母畑
81.73 301147154上母畑
85.29 20491113羽貫田
85.31 892465427中野
89.17 508259249曲木
71.49 747376371塩沢
80.51 14,8257,5987,227合計

得票数候補者氏名順位

1,329.000 渡邊　　實当選

1,151.000 大野　　峯当選

1,086.000 瀬谷　京子当選

958.000 中村孝太郎当選

852.000 矢吹　重光当選

811.000 二瓶　義雄当選

744.000 角田　　忍当選

737.659 矢内　義將当選

725.714 関根　武一当選

686.000 圓谷　健市当選

649.340 矢内　清一当選

571.285 関根　信次当選

538.000 永沼　一夫当選

502.000 遠藤　貢蔵当選

304.000 前田　武明次点

132.000 千葉　　弘 

各投票所の投票率

各候補者の得票結果
　　　　　　　　　　　(得票順 )敬称略
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9
月
15
、16
日
、五
穀
豊
穣
と
家
内
安
全
を
願
い
、

石
都
々
古
和
気
神
社
例
大
祭
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

約
9
5
0
年
の
歴
史
を
誇
る
例
大
祭
、
本
年
は
南

町
の
当
番
町
で
行
わ
れ
、
渡
御
行
列
や
青
年
会
、
子

ど
も
神
輿
が
勇
壮
に
そ
し
て
、
華
や
か
に
町
内
を
練

り
歩
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
16
日
の
夜
に
は
、
一
番
の
見
ど
こ
ろ「
神

輿
パ
レ
ー
ド
」が
行
わ
れ
、
多
く
の
見
物
客
と
一
緒

に
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

9
月
7
日
、
北
山
形
字
萱
手
作
、
添
田
チ
ヨ
さ
ん

（
明
治
40
年
9
月
7
日
生
）が
1
0
0
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
知
事
賀
寿
と
記
念
品
が
県
中
保
健
福

祉
事
務
所
よ
り
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、加
納
町
長
、

石
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
近
藤
隆
会
長
よ
り
賀
寿

の
賞
状
や
祝
い
金
、
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
続

い
て
長
女
の
高
原
節
子
さ
ん
ら
か
ら
お
祝
い
の
花
束

が
贈
ら
れ
、
二
男
の
添
田
文
雄
さ
ん
が「
地
元
の
人

に
支
え
ら
れ
生
き
る
希
望
を
も
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。」と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

長
寿
を
祝
い

　
　

各
地
区
で
敬
老
会

　

9
月
2
日
、
中
谷
地
区
を
ス
タ
ー
ト
に
6
地
区
2

施
設
の
8
会
場
で
長
寿
を
祝
う
敬
老
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
の
敬
老
会
招
待
者
は
、
75
歳
以
上
の

2
、
5
7
5
人
。
75
歳
到
達
者
2
6
3
人
、
88
歳

到
達
63
人
へ
そ
れ
ぞ
れ
敬
老
祝
い
金
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
結
婚
50
年
目
の
金
婚
夫
婦
36
組
に
県
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
福
島
民
報
社
か
ら
表
彰
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

各
地
区
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
様
々
な
お
祝

い
の
歌
や
踊
り
な
ど
が
披
露
さ
れ
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
、
長
寿
を
お
祝
い
ま
し
た
。

添
田
チ
ヨ
さ
ん（
北
山
形
）

　
　
　

百
歳
お
め
で
と
う

勇
壮
に
例
大
祭
が
挙
行
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9
月
27
日
、
町
長
室
で
町
交
通
教
育
専
門
員　

小

松
利
治
さ
ん（
境
ノ
内
）へ
退
職
辞
令
交
付
及
び
感
謝

状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
松
さ
ん
は
町
交
通
教
育
専
門
員
と
し
て
19
年

１
ヶ
月
に
わ
た
り
本
町
の
交
通
安
全
教
育
及
び
事
故

防
止
に
、
積
極
的
に
活
動
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
小
松

さ
ん
は
、「
今
後
も
永
年
培
っ
て
き
た
交
通
安
全
思

想
を
い
か
し
、町
民
の
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
ち
た
い
」

と
退
任
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　

冬
の
極
寒
の
中
、
真
夏
の
炎
天
下
の
中
、
さ
ま
ざ

ま
な
、
交
通
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

9
月
27
日
、
9
月
定
例
町
議
会
で
教
育

委
員
に
高
原
栄
征
さ
ん（
境
ノ
内
）が
同
意

さ
れ
10
月
1
日
付
で
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
4
年
で
す
。

　

ま
た
、
10
月
1
日
に
開
か
れ
た
定
例
教

育
委
員
会
に
お
い
て
、
教
育
委
員
長（
任
期

1
年
）に
水
野
義
憲
さ
ん（
北
山
字
関
場
）同

職
務
代
理
者（
任
期
1
年
）に
近
内
光
慶
さ

ん（
中
野
字
福
貴
田
）、教
育
長（
任
期
4
年
）

に
高
原
栄
征
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
ま

し
た
。

　

9
月
27
日
町
長
室
で
、第
62
回
国
民
体
育
大
会（
わ

か
杉
国
体
）出
場
選
手
激
励
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
、
国
体
に
は
、
少
年
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

競
技
に
学
法
石
川
高
等
学
校
か
ら
5
人
、
自
転
車
競

技
に
同
校
、
鎌
田
弘
史
監
督
が
出
場
さ
れ
ま
す
。

　

加
納
町
長
か
ら
激
励
金
と
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ

る
と
、
出
場
者
を
代
表
し
て
学
法
石
川
高
等
学
校
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
部
岡
部
真
也
さ
ん
が「
福
島
県
そ
し
て

石
川
町
の
代
表
と
し
て
精
一
杯
が
ん
ば
り
ま
す
」と

決
意
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

※
な
お
、
今
回
の
国
体
成
年
の
部
激
励
会
に
つ
い
て

　

は
12
月
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

新
教
育
委
員
長
に
水
野
義
憲
さ
ん

教
育
長
に
高
原
栄
征
さ
ん
を
再
任

水野 義憲さん

よろしくお願いします
国際交流員に

ニーナさん

　9月１日より、国際交流員にニーナ・
グレイさんが着任しました。
　ニーナさんはイギリス生まれで、大学
卒業後、自国で教師をしていました。日
本への滞在経験はありませんが、柔術や
水泳が趣味です。気軽に声をかけてくだ
さい。よろしくお願いします。

高原 栄征さん

永
年
の
功
績
を
た
た
え

小
松
利
治
さ
ん
へ
感
謝
状

が
ん
ば
れ

　

わ
か
杉
国
体【
開
催
地
：
秋
田
県
】

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
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●
町
民
と
と
も
に
歩
む
町 

い
し
か
わ

QQQQQQQQQQQQQQQQQAQQQQQQQQQQQQQQQQQA

QQQQQQQQQQQQQQQQQAQQQQQQQQQQQQQQQQQAQQQQQQQQQQQQQQQQQA

氏名：小湊　　保　さん（76歳）
　　　　　　ミネさん（71歳）
住所：谷地字伊勢房内

長寿会活動をがんばっています

子
ど
も
は
４
人
で
、
孫
が
７
人
に
な
り

ま
し
た
。

保　
　

庭
の
手
入
れ
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
で
す
。

ミ
ネ　

野
菜
作
り
と
花
の
手
入
れ
で
す
。

石
尊
山
か
ら
眺
め
る
風
景
で
す
。特
に
桜

の
時
期
は
最
高
で
す
ね
。

企
業
誘
致
で
若
者
の
働
く
場
所
を
確
保

し
、少
子
化
対
策
や
子
育
て
支
援
な
ど
、次

世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
力
を
入
れ
て

い
た
だ
き
た
い
。

お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教
え
て

く
だ
さ
い

結
婚
さ
れ
て
50
年
、
思
い
出
を
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い

私
た
ち
は
昭
和
31
年
11
月
に
結
婚
、大

工
で
生
計
を
た
て
ま
し
た
。結
婚
後
13
年

く
ら
い
は
、仕
事
の
関
係
で
東
京
と
石
川
を
往
復

す
る
生
活
で
し
た
。家
を
留
守
に
す
る
こ
と
が
多

く
、妻
に
は
ず
い
ぶ
ん
苦
労
を
か
け
ま
し
た
。現

在
は
、孫
の
世
話
や
長
寿
会
活
動
を
し
な
が
ら
毎

日
を
お
く
っ
て
い
ま
す
。

職業

▲

石川町にある、（株）スズサンに勤務しています。

今、情熱を傾けて取り組んでいることは何ですかQ
A 地元の草野球チームに所属していて、県大会などを目
指しています。

将来やってみたいことや夢を聞かせてくださいQ
A 自分の家を建てることです。

円谷　浩二 さん（23歳）●中野字掘込

将来どんな町になって欲しいですかQ
A 若い人たちが生活しやすい町になって欲しいです。

最後に理想のタイプはQ
A 明るく思いやりのある人です。

▲

次回は、円谷さんの紹介で矢吹宏美さんです。
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▲サークル紹介コーナー

▲

第31回

▲かっとばせ

　

野
木
沢
小
学
校
の
2
年
生
か
ら
6
年

生
の
14
人
の
男
女
が
、
が
ん
ば
る
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
で
す
。
今
年
は
、
各

種
大
会
で
18
試
合
程
度
を
行
い
、
県
総

合
体
育
大
会
で
は
県
中
大
会
を
勝
ち
上

が
り
、
県
大
会
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

人
数
は
少
な
い
け
れ
ど
、
毎
日
の
練
習

で
、
力
を
つ
け
ま
し
た
。
室
内
練
習
場

も
完
備
し
、
１
年
を
通
し
て
毎
日
練
習

し
て
い
ま
す
。

　

監
督
の
円
谷
正
光
さ
ん
は
、
チ
ー
ム

を
引
っ
張
り
、
25
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

卒
業
生
も
監
督
を
慕
い
遊
び
に
来
て
く

れ
た
り
、
指
導
も
し
て
く
れ
ま
す
。
地

域
で
活
動
す
る
地
域
の
チ
ー
ム
で
す
。

●「ハッピースマイル」と「集暖」では参加してくれるお子さん（3歳以下）、グループを募集していま
す。お気軽にお問い合わせください。石川町役場総務課　26－2111

●ハッピースマイルは電子メールでも受付しています。必要事項を記入し写真画像を添えお送りく
ださい。 Koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp

▲来季のエース

野
木
沢
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

増子　晴
はる

星
と

ちゃん

「いつも活発な晴くん！のびのび　すくすく元気に育ってね！」
パパ、ママより（沢井字竹柄）
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宝
物
を
さ
が
し
て
〜
㉔

中
田
さ
さ
ら（
町
指
定
文
化
財
）

中  

田

　

中
田
字
八
又
に
鎮
座
す
る
村
社
八

坂
神
社
に
は
旧
6
月
15
日
天
王
祭
の

日
に
、
そ
の
小
社
で
あ
る
湯
殿
神
社

に
は
旧
8
月
15
日
権
現
祭
の
日
に
奉

納
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
現
在
は
、
9

月
の
中
旬
に
行
っ
て
い
ま
す
。
7
組

の
周
り
順
、
当
番
で
行
い
、
今
回
は

前
組
が
当
番
組
と
な
り
ま
し
た
、
若

者
や
子
供
を
中
心
に
練
習
を
重
ね「
さ

さ
ら
舞
」を
踊
り
ま
す
。

　

御
神
燈
に
は「
天
下
泰
平
・
五

穀
豊
穣
・
村
内
安
全
・
厄
難
災
除
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

▲

四
方
固
め

▲

鐘
道（
し
ょ
う
き
）様

▲三匹獅子

▲鈴之段

新
・
石
川
の
教
育

新
・
石
川
の
教
育

新
・
石
川
の
教
育
紹
介
コ
ー
ナ
ー

▲2・5年生が自己紹介ゲーム▲無人島に何を持って行く？

　実りの秋を迎え、町内各小中学校の教育活動も充実期に入りました。今回は、前回に引き続き
『ピア交流学習』と全国的に注目されている『フライデーコネクション』の様子を紹介します。

《ピア交流学習》
　「ピア」とは仲間という意味です。他校も含
め異学年の仲間をつくることが本事業の目的
です。今回は石川小、中谷一小、中谷二小で構
成されるＡグループのうち、2年生と5年生の
組み合わせで行った活動を紹介します。
　当日は石川小162名、中谷一小20名、中谷二
小15名の総勢197名が参加しました。「他校の、
そして異学年の友達をつくろう」を合言葉に、
体育館一杯に賑やかな活動が広がりました。
　「○○小□年の△△です。好きなものは、◇
◇です。じゃんけんぽん！」と、勝ったら相手
からシールを貰う自己紹介ゲームをしなが
ら、どんどん友達の輪ができていきます。最
高は、17人からシールを貰った児童でした。
いずれも、多くの友達ができた楽しいひとと
きでした。

　本事業は、中学校進学前に6年生同士が友達
になること、中学校の先生と良好な人間関係を
つくること、教科担任制になれること、そして有
意義な中学校生活を送れるようになること等を
目的とします。金曜日に、小学生が中学校の先
生から授業を受けることから、『フライデーコネ
クション』という名称がつきました。今年度は
町内の6年生、173名が対象となります。
　先日は、各小学校の児童混合で6クラスを編
成し、石川中、沢田中の先生方から道徳の授業を
受けました。「無人島サバイバル」と名付けられ
た授業で、未だ馴染みのないメンバーで、無人島
で生き抜くためにどうしたらよいか知恵を出し
合い、話し合う授業が展開されました。
　話し合いを通して、生徒同士がお互いを理解
でき、また、中学校の先生にも親しみが増してい
たようでした。

《フライデーコネクション》



介
護
支
援
コ
ー
ナ
ー

介  

護  

の  

窓

介  

護  

の  

窓
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退 職 者 医 療 制 度

介
護
早
分
か
り
ガ
イ
ド
…
④

 40 歳から 64 歳までの方の納め方 

　40歳から64歳までの方の介護保険料は、医療保険の保険料として一括して徴収されま
す。保険料の計算の仕方や額は、加入している医療保険によって異なります。

■健康保険に加入している場合
　保険料は給料に応じて異なります。
　保険料の半分は事業主が負担します。
　サラリーマンの配偶者など被扶養者の
分は、原則として各健康保険の被保険
者の皆さんが分担することとなってい
ますので、個別に保険料を納める必要
はありません。

■国民健康保険に加入している場合
　保険料は所得や資産等に応じて異なり
ます。
　保険料と同額の国庫負担があります。
　世帯主が、世帯員の分も負担します。

そ
の
３

保険料はどのようになっているの？

　会社などを退職して国保に加入し、被用者年金（厚生年金など）を受けられる75歳未満の方とその被扶養者は、
「退職者医療制度」で医療をうけることになります。
●対象となる人
　次の条件のすべてにあてはまる人とその被扶養者です。

●被扶養者とは

●対象になる日
　年金の受給権が発生した日です。年金証書を受けとったら14日以内に保険証、印鑑、年金証書を持参のうえ
窓口に届け出てください。
◎平成20年4月からの医療制度改正により退職者医療制度が平成20年3月31日で廃止されます。退職被保険者本人
とその被扶養者のうち平成20年3月31日現在で65歳以上の方及び平成20年4月以降65歳に到達する方は国保の一
般被保険者へ移行することになります。

①国保に加入している
②老人保健の適用を受けていない
③厚生年金や各種共済組合などの年金を受けられ、その加入期間が20年以上、もしくは40歳以降10年以上ある

退職被保険者と生活をともにし、主に退職被保険者の収入によって生計を維持している次の人です。
１．退職被保険者の直系尊属、配偶者と3親等内の親族、または配偶者の父母と子
２．国保の加入者で老人保健の適用を受けていない
３．年間の収入が130万円（60歳以上の人や障害者は180万円）未満であること
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●栄養士からひとこと
　季節の野菜を使ってのお漬物は美味しいですね。
昆布やかつお節を使ってだしを取ることで、塩分を控える事が出来ますよね。
塩分の摂り過ぎは、高血圧の原因になります。漬物に醤油を浸けたり、かけたり
するのは控えましょう。

●吉田さんの
　醤油は、昆布とかつお節でだしをとり、だし醤油にして使うと更に味がよ
く美味しくなりますよ。お好みで生姜のスライスを入れても合いますね。
冷蔵庫で保存すると、日もちします。もう一品欲しい時に便利です。
大根など他の野菜でも合いますよ。

きゅうりのカリカリ漬け

吉田　弘子さん 塩　沢

第32回

献血に
ご協力ください！

●作り方
① 鍋にＡを入れ、沸騰するまで煮立てる。
② 煮立ったら火を止め、きゅうりを鍋に入れる。
③ 自然に鍋の温度が下がるまで待ち、Ａが冷めたらきゅ
うりをザルに上げる。

④ また、Ａを煮立て沸騰したら火を止め③のきゅうりを
入れ、冷めたらザルにきゅうりを上げる。これを３回
繰り返す。

⑤ 冷めたら、出来上がり。
⑥ 食べる時に、白ごまをふる。

材
　
料

きゅうり（１～２cm幅切り）･･･････････1㎏
　　しょうゆ･････････････････････1カップ
　　ザラメ･･････････････････････ ２００g
　　酢･････････････････････････ １６０㏄

　　みりん･･････････････････････････少々
　　唐辛子･･････････････････････大さじ２
　　白ごま･･････････････････････････少々

▲食べやすい大きさに切ります

Ａ（

血液は医療技術の発達した現在でも、人工的に作ることは不
可能で献血のみが唯一の方法となっています。１年をとおし
て必要となる血液の量は変わりませんが、寒くなるこれから
の季節、献血者が少なくなり血液が不足してしまいます。町
では巡回バスでの献血事業を行い、ケガや病気の方に必要な
血液を確保できるようみなさんにご協力をお願いしています。
《今後の予定》

《対象者》
16歳から69歳までの健康な方。（但し65歳以上の献血は60～
64歳の間に献血経験のある方に限ります。）　　　
お問い合わせは・・・石川町保健センター　２６－８４１６
　　　　　　　　　　福島県赤十字センター　024－544－2550

Ａ（

平成19年
11月15日㈭

10：00～14：00
14：30～16：30
14：30～16：30

学法石川高校
加ト吉フーズ
ＪＡあぶくま石川

平成20年
１月18日㈮

14：00～17：00 石川町役場（本庁舎駐車場）
10：00～17：00 メガステージ石川

★メガステージ石川では骨髄バンクドナー
登録の協力もおねがいします

こころの健康相談会のおしらせ
ストレスいっぱいの現代社会・・・
こころのつまずきで悩んでいる方、認知症の不安
があるご本人やその家族の方、専門の医師が相談
にのります。予約制になりますので事前に電話等
でお申込みください。相談は無料です。

《日　程》
平成19年12月19日㈬  午後2時から4時
平成20年 2月27日㈬  午後2時から4時
《場　所》
保健センター（渡里沢３７－５）
お申込みは保健センターまで

電話２６－８４１６

秘密は
厳守します
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石 川 町 1 1 ～ 1 2 月 の 主 な 予 定

七五三

第19回ふくしま駅伝
在宅当番医　　　　　　　　　　　
ねんきん相談（郡山社会保険事務所）（10：00～）

心配ごと相談　　　　　（10：00～）
３歳児健診　　　　　　（13：00～）
八槻市
勤労感謝の日
在宅当番医

在宅当番医

１歳児健診　　　　　　  （9：30～）

15木
16金
17土
18日

19月
20火
21水
22木

23金

24土
25日
26月
27火
28水
29木
30金

白河市～福島市
ふるどのクリニック
勤労青少年ホーム

老人福祉センター
保健センター

ひらた中央病院

とりごえ整形外科クリニック

保健センター

11月 ●November

在宅当番医

１歳６ヶ月児健診　　　（13：00～）

在宅当番医
心配ごと相談　　　　　（10：00～）

２歳児教室　　　　　　  （9：30～）
3～4ヶ月児健診・ＢＣＧ（13：00～）

1土
2日
3月
4火
5水
6木
7金
8土
9日
10月
11火
12水
13木
14金
15土

ひらた中央病院

保健センター

ふるどのクリニック
老人福祉センター

保健センター
保健センター

12月 ●December

固定資産税
（３期分）

介護保険料
（５期分）

国民健康保険税
（５期分）

11月26日までに
納めましょう

（平成19年９月１日～９月30日までの届出分　敬称略）

氏　　　名 保　  護  　者 住　所
銭髙　莉

り

亜
あ

三瓶　一
い っ さ

桜

伊藤　萌
も

花
か

遠藤　悠
ゆう

正
せい

平林　涼
りょう

斗
と

小野恵
え

里
り

歌
か

（相　樹・圭　子）

（一　樹・聖　実）

（　渡　・早千江）

（裕　司・千　種）

（幸　一・寿　枝）

（伸一郎・律　子）

双　里

中　野

形　見

中　野

山　形

双　里

新  　郎  　新  　婦 （ 出 身 地 ）
平林　幸一（山　形）・遠藤　寿枝（山　形）
菊地　竜太（当　町）・相馬　智美（当　町）

氏　　　名 住　　　所

須　藤　ミ　セ
我　妻　タカヨ
相　樂　タ　ミ
水　野　忠　一
塩　沢　フ　ヨ
木　戸　欽　一
下山田　ミ　サ
川　音　フ　チ
添　田　清　二

板　橋
南山形
双　里
谷　沢
中　野
山　形
長久保
松木下
豆ケ平



編集後記
　冬枯れが始まり、色彩が少なくなっ
ていく季節です。こんな季節だから色
鮮やかな「花」について考えてみまし
た。花は、人間に喜んでもらうために咲
いている訳ではありません。しかし、人
間は花を見ると優しい気持ちになるこ
とができます。完全に人間の片思いで
す。それでは人間は花になれるか？容
姿端麗な人は花？そればかりではあり
ませんね。笑顔が花。花は笑顔を咲か
しているのだと思います。

（吉田知克）

渡邉　玲香さん

「マリーゴールドのしぼりぞめ」

「ほんものいろのアサガオ」

春には、普通の花をつけ、秋になると30～60 
センチにもなる長い何本もの花茎を延ばし，花
をつけることなく褐色の冠毛のある実を結ぶ、
槍（ヤリ）といっても武器の槍ではなく、大名行
列のときの毛槍。　

（写真提供／関根政信さん）

　沢田児童館に通う鈴木希優（まひろ）くん（右）、
立樹（たつき）くん（左）祖父の實千男さん、祖母の
智亥さんです。

表紙の 登場人物

編集と発行　福島県石川郡石川町役場総務課　TEL（0247）26-2112　FAX（0247）26-0360
URL http://www.town.ishikawa.fukushima.jp/  E-mail Koho_K@town.ishikawa.fukushima.jp

秋のセンボンヤリ（キク科）

町の人口

１８，436人（△  8）

（  ）内前月比

●9月1日現在住民基本台帳●

男
女
世帯数

8，996人（△  1）
９，440人（△  7）
５，715戸（+  3）

第248回

母畑
小学校

【施設紹介】　「元気」「やる気」「本気」を合言葉に、
全校児童50名と教職員１０名が一丸となって学習
し、楽しく学校生活をおくっています。環境教育にも
力を入れ、森林や川の調査のほか、家庭や地域の協
力も得ながら、省エネ活動にも取り組んでいます。

町民憲章
1.自然と文化を愛し
　　　　　　　豊かな町をつくりましょう
1.親切と勤労をむねとし
　　　　　　　住みよい町をつくりましょう
1.歴史と未来をみつめ
　　　　　　　誇りある町をつくりましょう

瀧
口　

僚
太
さん

1年

4年

大
串　

舞
さん

1年
ま 

い
り
ょ
う   

た

れ い 　か

かだんにさいていたマリーゴールドを、にだして
ハンカチをそめました。

アサガオの「はな」と「は」からしぼったい
ろみずをつかってアサガオをそめました。

「４つの顔をもつライオン」
表と裏、上からと下から、見方によって「笑っている」「困っている」「おじいさん」
「ちょうネクタイ」と４つの表情をもったライオンです。
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